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まちの人口（平成２４年８月１日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 18,033 人（15 人減）　男 8,778 人（7 人減）　女 9,255 人（8 人減）　世帯数 6,921 世帯（5 世帯減）　※（　）内は前月比

会津田島祇園祭の七行器行列。

裃姿の男性と、花嫁姿の女性による行列は、

優雅な中にも厳粛な雰囲気を持ち、

観衆を圧倒します。

優雅に。そして粛々と
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南
会
津
の
夏
は
短
い
。

　

７
月
中
旬
の
梅
雨
明
け
か
ら
、
本
格
的
な
夏
が
始
ま
り
、
８
月
の
お

盆
を
過
ぎ
、
９
月
に
な
る
頃
に
は
朝
晩
と
も
に
涼
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
約
２
か
月
弱
の
短
い
夏
。

　

し
か
し
、
そ
の
夏
は
、
子
ど
も
た
ち
が
最
も
輝
く
季
節
。

　

目
標
に
向
か
い
、
一
所
懸
命
に
頑
張
る
姿
。
年
に
一
度
の
祭
り
を
思

い
切
り
楽
し
ん
で
い
る
姿
。
本
気
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
見

守
る
私
た
ち
大
人
に
も
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
夏
の
記
憶
。

子
夏に輝く特集

Summer Memory.1

■

太
鼓
の
共
演

　
『
暁
太
鼓
』
と
『
た
じ
ま
太
鼓
』

　

暁
の
星
幼
稚
園
の
『
暁
太
鼓
』
と
田

島
保
育
園
の
『
た
じ
ま
太
鼓
』
が
、
祭

り
を
凛
々
し
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

暁
太
鼓
は
、
22
日
に
中
町
駐
車
場
、

た
じ
ま
太
鼓
は
、
23
日
に
神
社
駐
車
場

で
そ
れ
ぞ
れ
太
鼓
を
観
衆
に
披
露
。
練

習
の
成
果
を
見
事
に
発
揮
し
、
大
き
な

喝
采
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
会

津
田
島
祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
０
０
余
年
の
伝
統
を
持
つ
こ
の
祭

り
の
開
催
は
、「
御
党
屋
組
」
や
「
屋

台
世
話
人
」
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
大
人
た
ち
に
負
け
じ
と
、
子

ど
も
た
ち
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
頑
張
り
ま
し
た
。
祭
り
を
心
か
ら
楽

し
む
子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
か
祭
り
を

支
え
る
大
人
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。

■

大
屋
台
運
行
と
屋
台
歌
舞
伎

　
「
オ
ー
ン
サ
ー
ン
ヤ
レ
カ
レ
ロ
」

　

夏
の
夜
空
に
響
き
渡
る
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
。
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
、

颯
爽
と
駆
け
る
屋
台
。

　

祇
園
祭
の
夜
の
醍
醐
味
は
や
は
り
、

大
屋
台
運
行
と
屋
台
で
演
じ
ら
れ
る
歌

舞
伎
で
す
。

　

大
屋
台
の
運
行
中
は
子
ど
も
た
ち
が

屋
台
に
乗
れ
る
た
め
、
毎
回
屋
台
は
大

勢
の
子
ど
も
た
ち
で
溢
れ
ん
ば
か
り
に

な
り
ま
す
。
迫
力
あ
る
屋
台
運
行
を
後

押
し
す
る
「
オ
ー
ン
サ
ー
ン
ヤ
レ
カ
ケ

ロ
」
の
掛
け
声
は
、
屋
台
に
乗
っ
て
い

る
『
幕
引
き
』
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た

ち
の
仕
事
。
地
区
の
上
級
生
が
務
め
る

こ
の
役
回
り
は
、
屋
台
を
支
え
る
大
事

な
裏
方
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
６
年
に
復
活
し
、
す
っ
か
り
祭

り
の
顔
に
も
な
っ
た
子
供
歌
舞
伎
。
今

年
も
３
つ
の
屋
台
で
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目

を
熱
演
し
ま
し
た
。「
芸
場
」
ご
と
に

歌
舞
伎
を
一
幕
披
露
し
て
い
く
た
め
、

最
終
幕
と
も
な
る
と
夜
10
時
を
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
集

中
を
切
ら
さ
ず
、
見
事
に
演
じ
き
っ
た

子
ど
も
た
ち
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

元気いっぱい太鼓を披露した『暁太鼓』（写真左）
凛々しく太鼓を演奏『たじま太鼓』（写真下）

■

神
輿
渡
御

　

彩
り
を
添
え
る
稚
児
行
列

　

神
社
前
を
出
発
し
、
党
本
や
御
旅
所

を
廻
る
神
輿
渡
御
。

　

神
輿
の
行
列
に
華
を
添
え
る
の
が
、

き
ら
び
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
稚

児
行
列
で
す
。
小
学
３
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
女
子
36
人
が
参
加
し
、
神
輿

行
列
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

会津田島祇園祭

夜遅くまで熱演した子供歌舞伎
（写真：南山義民の碑喜四郎子別れの段）

ど
も
た
ち
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世界に響け。龍

　

田
島
保
育
園
Ｏ
Ｂ
の
小
学
生
ら
で
構

成
さ
れ
て
い
る
田
島
太
鼓
ク
ラ
ブ
龍
巳

会
。
子
ど
も
た
ち
は
世
界
に
太
鼓
の
音

を
響
か
せ
る
べ
く
、
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

８
月
19
日
（
日
）、
宮
城
ス
タ
ジ
ア

ム
（
宮
城
県
）
で
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ 

Ｕ
‐
20
（
20
歳
以
下
）
女
子
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
対
メ
キ
シ
コ
戦
の

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
、
東
北
６

田島太鼓クラブ龍巳会

　

龍
巳
会
は
さ
ら
に
、９
月
22
日
（
土
）

に
埼
玉
県
鴻
巣
市
で
開
催
さ
れ
る
『
太

鼓
祭
in
ク
レ
ア
こ
う
の
す 

第
６
回
東

日
本
大
会
～
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
東
日

本
一
決
定
戦
』
組
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

へ
の
参
加
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
東
日
本
大
会
の
上
位
３
チ
ー
ム

は
、
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
る
『
日
本

一
決
定
戦
』
の
出
場
権
が
得
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
龍
巳
会
は
和
太
鼓
ジ
ュ
ニ

ア
日
本
一
を
目
指
す
た
め
、
練
習
を
積

み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
こ
の
太
鼓
の
音
が
、日
本
中
、

そ
し
て
世
界
へ
響
く
こ
と
を
夢
見
て
。

頑
張
れ
、
龍
巳
会
。

それはひと夏の思い出

　

７
月
28
日
、
南
会
津
町
少
年
少
女
球
技

大
会
が
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

田
島
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
夏
の
風
物

詩
と
も
い
え
る
大
会
で
す
が
、
近
年
の
少

子
化
に
伴
い
、
各
地
区
で
の
チ
ー
ム
編
成

が
困
難
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
今
年
か
ら

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
行

い
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
11
月
に
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

真
夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
で
開
催
さ
れ

た
大
会
は
、
町
内
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参
加

し
、「
田
部
」
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

全
力
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

は
、
照
り
つ
け
る
太
陽
よ
り
も
輝
い
て
い

ま
し
た
。

▼
優
勝
「
田
部
」

▼
準
優
勝
「
丹
藤
・
大
町
」

▼
３
位
「
関
本
」「
滝
原
・
糸
沢
・
古
今
」

Summer Memory.2Summer Memory.3

県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
１
５
０
人
に
よ
る

太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
演
奏
に
龍
巳
会
か
ら
、小
学
５
、

６
年
生
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る
こ
と

に
。
以
前
、
南
会
津
太
鼓
ま
つ
り
で
共

演
し
た
プ
ロ
太
鼓
奏
者
、
ヒ
ダ
ノ
修
一

さ
ん
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
で
今
回
の
参
加

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
熱
気
が

冷
め
る
間
も
な
く
開
催
さ
れ
る
世
界
的

な
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
メ
ン
バ
ー
は
夏

休
み
返
上
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

YOSAKOI ソーランジュニア東日本大会

巳
の
太
鼓

会津田島祇園祭で見事な演奏を披露した龍巳会。
その熱い演奏は、観衆を魅了しました

輝
く
汗
。

少年少女球技大会

　

７
月
29
日
、
第
11
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
東
日
本
大
会
が

下
郷
町
の
大
川
ふ
る
さ
と
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
20
チ
ー
ム
、
約
３
０
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
今
大

会
。
南
会
津
町
か
ら
は
、
舘
岩
地
域
か

ら
『
紅
歌
舞
』、
田
島
地
域
か
ら
『
田

島
っ
子
２
０
１
２
』
と
『
凛
道
』
の
３

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
炎
天
下
の
中
、
合

計
３
ス
テ
ー
ジ
を
見
事
に
踊
り
き
り
、

『
紅
歌
舞
』
と
『
凛
道
』
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

凛道

田島っ子2012

紅歌舞

優勝した田部チーム
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優勝した中町チームの皆さん

　７月１日、町民３６０歳ソフトボール大会が、
びわのかげ運動公園ソフトボール場で開催されま
した。
　ソフトボールを通じて、健康増進や地区の世代
間交流や地域交流を図ることを目的として町ソフ
トボール協会の主催で行われ、町内より１１チー
ムが参加し、中町チームが優勝しました。　

町民360歳ソフトボール大会

ソフトを通じ、世代間交流

　さる６月５日から１０日まで、南郷写真倶楽
部（酒井一夫会長）が東京都新宿御苑インフォ
メーションセンター・アートギャラリーで写真
展を開催しました。
　『四つの自然公園に囲まれた南会津』という
テーマで開催された写真展は、南会津を囲む尾
瀬国立公園・日光国立公園・磐梯朝日国立公園・
越後三山只見国定公園の４つの自然公園の魅力
を写した５０点が展示され、６日間の来場者は
約２，０００人にも上り、首都圏の方々に南会
津の自然の美しさを十分にアピールしました。

南会津の魅力をアピール操法技術を競う

　７月８日、第３８回福島県消防操法大会南会津地方大
会が、会津高原だいくらスキー場で行われました。
　消防操法大会は、消防団の消防操法訓練の基礎を養い、
消防技術の向上や火災防御体制の強化を図るために行わ
れています。競技は、ポンプ車操法の部と小型ポンプ操
法の部の２種目が行われ、南会津町消防団からは、ポン
プ車操法の部に田島支団第１分団第２部（田島第２地
区）、小型ポンプ操法の部に田島支団第１分団第７部（水
無地区）が出場しました。
　残念ながら、県大会への出場権は逃してしまいました
が、５月から早朝訓練に励んだ両チームの皆さん、そし
て選手を支えた皆さん、お疲れ様でした。

消防操法南会津地方大会 南郷写真倶楽部が写真展開催

　伊南川鮎産業推進委員会（山内政委員長）で
は、福島県地域づくり総合支援事業（サポート
事業）、南会津町元気のでる地域づくり支援事業
の支援を受け、かつて南郷地域界区内において
使用していた鮎の飼育施設を借り上げ、改装を
施し、６月から稚鮎の中間飼育を開始しました。
　夏の風物詩である「伊南川鮎」の再興と鮎
を資源とした地域の活性化を目指すもので、
１００kgの稚鮎は冷水病も保菌せずに、地域の
期待を受け、元気よく成長を続けています。

伊南川鮎稚鮎飼育事業

伊南川鮎の再興へ

飼育施設で元気に育っています

１位 ２位 ３位

中　町 永　田 大　町
田　部

多くの方が来場した写真展

　７月２５日、特別養護老人ホーム建設基本協定書
締結式が行われました。
　大宅町長と郡山市のエクスターメディカル㈱の三
瓶聰志代表取締役が協定書に押印し、特養老人ホー
ム整備に係る基本協定を締結しました。
　新たに開所予定の特別養護老人ホームは、田島地
域の折橋地内に平成２６年度の開所を予定してお
り、高齢者介護施設の入所待機者の解消に期待が寄
せられます。

特別養護老人ホーム建設基本協定書締結式

特養整備に相互連携を確認

　７月２７日、第６２回社会を明るくする運動
住民集会が、御蔵入交流館多目的ホールにおい
て開催され、保護司や民生委員など約６０人が
参加しました。
　南会津町と南会津地区保護司会の主催。
　福島保護観察所の門脇甲太郎保護観察官によ
り、「薬物事犯の現状と対策」と題した記念講
演が行われ、参加者は、最近話題となっている

『脱法ドラック』などの近年の薬物事犯の現状
について理解を深めていました。

社会を明るくする運動 住民集会

薬物に対する理解を深める

協定書を取り交わした大宅町長と三瓶代表取締役

薬物事犯について理解を深めた講演でした

操法を行う田島支団第１分団第７部

操法を行う田島支団第１分団第２部
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　町では、昨年よりまちづくりの基本指針である第２次南会津町総合振興計画の目標管理を
目的とした「行政評価システム」の構築に取り組んでいます。
　「行政評価」とは、行政が行う施策や事務事業（福祉や教育等の個別事業）について、そ
の必要性や成果、効率性などを客観的に把握、評価し、その結果を次の計画や予算に反映さ
せるもので、全国でも実施している自治体が増えています。　
　今月号では、町で実施されている行政評価の取り組みについて、ご紹介します。

行政評価の取り組みについて

「役場による評価」と「地域住民による評価」の２つの“目”

　行政評価の取り組みの第一歩として、昨年度より事務事業の内容や今後の方向性、優先
度などを検証する「事務事業評価」に取り組んでいます。評価にあたっては、役場による
評価と地域住民による評価の「２つの“目”」からの評価を実施しています。

２つの“目”による評価

行政評価とは ?

【今年度の行政評価の流れ】

役場による評価

地域住民による評価

町としての最終評価

　今年度は、７月３日・４日に、昨年度、事務
事業評価を実施した９事業と事業目的や効果に
課題のある２事業、合計１１事業について、町長・
副町長等による「庁内ヒアリング」を実施し、
担当課だけでなく、役場全体としての評価・検
証を行いました。
　また、７月２６日と８月１日には、地域住民
６名で構成される「南会津町事業検証委員会」
を開催し上記の１１事業に対して地域住民から
の視点での課題や今後の改善点などについて意
見をいただきました。

　今後は、２つの評価結果を総合的に判断
し、町としての最終評価を取りまとめ、町
ホームページにより公表するとともに、来
年度の予算編成にも活用していく予定で
す。

 

 

課　名 事　　業　　名
商工観光課 がんばる企業・創業支援事業 教育旅行支援事業

地域振興緊急対策事業 地域経済活性化対策奨励事業
農　林　課 新規農業者参入事業 森のエネルギー創出プロジェクト事業

森林整備地域活動支援交付金事業
学校教育課 スクールソーシャルワーカー活用事業 町立学校耐震化事業
総合政策課 総合支援センター運営事業 新物流システム構築事業

■事務事業評価に取り組んでいる事業 (11 事業 )

■問い合わせ先

　　本庁総務課 行政経営係　　　℡ 0241-62-6100

　　本庁総合政策課 企画政策係　℡ 0241-62-6240

叙勲・褒章

藍
綬
褒
章
受
章
・
南
会
津
町
消
防
団
副
団
長 
星 
慶
一
さ
ん

藍
綬
褒
章
受
章
・
元
南
会
津
町
消
防
団
副
団
長 

児
山 

稔
さ
ん

長年の地域安全活動を評価
　７月２７日、南会津町防犯指導隊田島分隊長の堀金
洋子さん（黒沢）が町長室を訪れ、さる７月５日に開
催された東北防犯協会連絡協議会総会において防犯功
労者表彰を受賞したことを大宅町長に報告しました。
　防犯指導隊田島分隊は、会津田島祇園祭期間中の夜
間の街頭補導活動や、スキー場内での車上荒らし警戒
活動など、身近なところからの地域安全活動に取り組
んでおり、堀金さんは隊長として情熱的に取り組まれ
た姿勢が評価されての受賞となりました。

堀金洋子さん『防犯功労者表彰』受賞
事業検証委員会の様子（７月２６日）

受賞報告に訪れた堀金洋子さん

瑞
宝
単
光
章
受
章
・
元
南
会
津
町
消
防
団
副
団
長 

葊
野
七
雄
さ
ん

　

平
成
24
年
春
の
叙
勲
で
、
元
南
会
津
町
消
防
団
副
団
長
の
葊
野
七

雄
さ
ん
（
古
今
）
が
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

葊
野
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
以
来
、
45
年

の
長
き
に
渡
り
旧
田
島
町
消
防
団
や
南
会
津
町
消
防
団
で
精
力
的
に

活
動
さ
れ
、
旧
田
島
町
消
防
団
と
南
会
津
町
消
防
団
の
双
方
で
副
団

長
と
し
て
団
長
を
補
佐
し
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
活
動
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
長
年
の
消
防
団
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
秋
の
褒
章
で
、
元
南
会
津
町
消
防
団
副
団
長
の
児
山
稔

さ
ん
（
古
今
）
が
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
山
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
以
来
、
36
年

の
長
き
に
渡
り
旧
田
島
町
消
防
団
や
南
会
津
町
消
防
団
で
活
動
さ
れ
、

旧
田
島
町
消
防
団
で
は
訓
練
予
防
副
分
団
長
や
第
３
分
団
長
を
歴
任
。

南
会
津
町
消
防
団
で
は
副
団
長
を
任
ぜ
ら
れ
、
町
民
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
長
年
の
消
防
団
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
春
の
褒
章
で
、
南
会
津
町
消
防
団
副
団
長
の
星
慶
一
さ

ん
（
高
野
）
が
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

星
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
以
来
、
36
年
に

渡
り
旧
田
島
町
消
防
団
や
南
会
津
町
消
防
団
で
活
動
さ
れ
、
現
在
は

副
団
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
藍
綬
褒
章
は
現
役
の
消
防
団

員
に
授
与
さ
れ
る
栄
典
で
す
。
星
さ
ん
は
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
率
先
垂
範
で
参

加
す
る
な
ど
、
消
防
団
の
先
頭
に
立
ち
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

消防団で長年、町民の生命財産を守るため活躍された方々が
このたび叙勲・褒章を受章されました。
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就
学
時
健
康
診
断
実
施
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
４
月
よ
り
南
会
津
町
立
小
学
校

へ
入
学
を
予
定
さ
れ
て
い
る
お
子
様
に
つ
い

て
、
学
校
保
健
法
に
よ
り
健
康
診
断
を
行
い

ま
す
。
健
康
診
断
の
通
知
は
９
月
下
旬
に
保

護
者
に
送
付
し
、
10
月
に
各
小
学
校
等
で
行

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
に
住
所
が
な
い
方

で
、
来
年
度
小
学
校
入
学
を
予
定
さ
れ
て
い

る
お
子
様
の
保
護
者
の
方
は
、
下
記
に
よ
り

受
診
の
お
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
が
必
要
な
方

　

○
東
日
本
大
震
災
ま
た
は
福
島
原
発
事
故

　
　

に
よ
り
南
会
津
町
に
避
難
し
て
い
る
来

　
　

年
度
小
学
校
入
学
予
定
の
お
子
様
の
保

　
　

護
者

　

○
南
会
津
町
以
外
に
住
所
が
あ
り
、
現
在

　
　

南
会
津
町
に
居
住
し
て
い
る
来
年
度
小

　
　

学
校
入
学
予
定
の
お
子
様
の
う
ち
、
住

　
　

所
地
で
健
康
診
断
を
受
診
す
る
予
定
の

　
　

な
い
お
子
様
の
保
護
者

■
申
し
込
み
期
限

　

平
成
24
年
９
月
４
日
（
火
）

　

南
会
津
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
御
蔵
入
交
流
館
内
）

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
０
０

　

南
会
津
町
教
育
委
員
会
分
室

　
（
伊
南
総
合
支
所
内
）

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
８

　

無
料

　

電
話
等
で
「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
参
加
申

　

込
書
」
を
請
求
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

　

上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
期
限
は
９
月
４

　

日
（
火
）
で
す
。

　

南
会
津
保
健
所
衛
生
推
進
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
８

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
１
０

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

８
月
28
日
（
火
）、
９
月
25
日
（
火
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

８
月
は
「
食
品
衛
生
月
間
」
で
す

　

国
に
お
い
て
は
、
例
年
８
月
を
「
食
品
衛

生
月
間
」
と
定
め
、
各
都
道
府
県
と
と
も
に
、

国
民
の
食
品
衛
生
意
識
の
啓
発
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
南
会
津
管
内
の
住
民
の
方
々
に

対
し
、
食
品
の
衛
生
的
な
取
扱
い
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
食
中
毒
の
発

生
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
次

の
３
つ
の
こ
と
を
守
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

つ
け
な
い
（
清
潔
）

　

食
材
に
食
中
毒
菌
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

・
調
理
器
具
は
し
っ
か
り
洗
浄
、
消
毒
し

　
　

ま
し
ょ
う
。

　

・
冷
蔵
庫
で
は
、
互
い
に
汚
染
し
な
い
よ

　
　

う
に
、
肉
、
魚
、
野
菜
を
分
け
て
保
管

　
　

し
ま
し
ょ
う
。

　

・
調
理
前
に
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
や
さ
な
い
（
迅
速
ま
た
は
冷
却
）

　

食
品
に
つ
い
た
食
中
毒
菌
に
増
え
る
時
間

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
所
で
は
、
犬
の
正
し
い
し
つ

け
方
法
を
身
に
つ
け
、
犬
と
人
間
の
よ
り
豊

か
な
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
飼

い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
学
科
（
犬
は
同
伴
し
ま
せ
ん
）

　

平
成
24
年
９
月
20
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

南
会
津
保
健
所
１
階
会
議
室

■
実
技
（
犬
を
同
伴
し
ま
す
）

　

平
成
24
年
９
月
27
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

南
会
津
町
田
島
体
育
館

※
実
技
の
み
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。（
学
科

　

の
み
の
受
講
は
可
能
で
す
）

　

南
会
津
郡
内
の
犬
の
飼
養
者
ま
た
は
飼
養

　

予
定
者

　

概
ね
10
家
族
10
頭
ま
で

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

　

人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
、
雇
用
形
態
の

変
化
、
震
災
以
前
か
ら
の
経
済
・
雇
用
情
勢

に
加
え
て
震
災
の
影
響
に
よ
る
一
層
の
深
刻

化
等
に
よ
り
、
職
場
に
お
け
る
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
（
紛
争
）
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
労
働
局
で
は
、
労
働
局
内
及
び
県
下

全
て
の
労
働
基
準
監
督
署
内
の
合
計
10
箇
所

に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、

解
雇
、
労
働
条
件
、
募
集
・
採
用
な
ど
、
労

働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
、

総
合
労
働
相
談
員
が
労
働
者
・
事
業
主
か
ら

の
相
談
を
お
受
け
し
、
紛
争
の
自
主
的
な
解

決
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関
し
て
当

事
者
か
ら
援
助
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

「
労
働
局
長
の
助
言
・
指
導
」
や
「
紛
争
調
整

委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
」
に
よ
り
、
解
決

に
向
け
て
福
島
労
働
局
が
無
料
で
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の
方
、
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配
な
方
、
人
事
・
労
務

等
で
疑
問
を
お
持
ち
の
方
な
ど
は
、
お
気
軽

に
最
寄
り
の
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
津
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

会
津
若
松
市
城
前
２
―
10

　
（
会
津
労
働
基
準
監
督
署
内
）

　

０
２
４
２
（
２
６
）
６
４
９
４　

℡

　

・
食
品
は
室
温
で
放
置
せ
ず
に
冷
蔵
庫
で

　
　

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
手
早
く
調
理
し
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

・
食
材
は
計
画
的
に
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

や
っ
つ
け
る
（
加
熱
→
殺
菌
）

　

食
品
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
食
中
毒
菌
は
や

っ
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

　

・
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
熱
に
弱
く
、　

　
　

し
っ
か
り
加
熱
す
る
こ
と
で
や
っ
つ
け

　
　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

生
活
家
電
借
用
費
助
成
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　

開
始
さ
れ
ま
し
た

　

町
で
は
、
７
月
よ
り
生
活
家
電
借
用
費
助

成
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
起
因
と
し
た
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
南
会
津
町

で
避
難
生
活
を
す
る
方
々
が
、
家
庭
用
電
化

製
品
を
借
用
す
る
際
の
費
用
を
一
部
町
が
助

成
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

本
庁
住
民
生
活
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

問℡

申場 日℡ 問

申問℡

日場 日 場定

料℡Ｆ

対

問

３

料

今月の納税

　町県民税　　　 第２期

　国民健康保険税 第２期

　介護保険料　　 第２期

　後期高齢者医療保険料 第１期

納期限は ８月 31 日 ( 金 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　　本庁税務課　　 　TEL 0241-62-6110

　　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325

　　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712

　　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

℡ 問

自衛官募集のご案内

募 集 内 容 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

看護学生
来年4月1日現在、

18歳以上24歳未満の方
9月3日～ 10月1日

1次試験：10月20日（土）
（２次試験は１次合格者に通知）

防衛大学校学生
来年4月1日現在、

18歳以上21歳未満の方
9月3日～ 10月1日

1次試験：11月10日(土) ～ 11日(日)
（２次試験は１次合格者に通知）

高等工科学校生徒

来年4月1日現在、

中卒以上（見込）17歳未満の男子
　　　　　平成25年
11月1日～ 1月7日

1次試験：平成25年1月19日（土）
（２次試験は１次合格者に通知）

▼ 詳しくは、自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/）をご覧ください。

▼ 問い合わせ先：自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所　TEL 0242-27-6724

問℡問℡ 問℡問℡

１２

問℡
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　法務大臣から委嘱された「人権擁護委員」は、昭和２４年に人権擁護委員法が施行されて以
来、憲法で保障されている地域住民の基本的人権の擁護と人権尊重思想の普及高揚を目的とし
て活動しています。住民の暮らしの中で起こるさまざまな人権に関する問題を解決する地域の
相談役です。
　町内の人権擁護委員は次の方々です。人権に関することでお悩みの方は、相談日以外でもお
気軽にご相談ください。
　なお、７月１日付で南郷地域の大桃幹一さんが塩田元さんに代わり委嘱されました。任期は
３年間になります。

人権擁護委員にご相談ください

居住地区名 氏　　名 居住地区名 氏　　名

田島
中 荒 井 渡　部　榮　子 舘岩 会津高原 木　下　武　司
上 中 町 長谷川　次　男

南郷
下　　山 岩　渕　里　子

高　　野 星　　　紀　夫 中 小 屋 大　桃　幹　一
伊南 道　　城 芳　賀　隆　雄

今後の困りごと相談会のご案内

期日 場所
１０月　４日（木） 南 郷 総 合 セ ン タ ー
１１月　８日（木） 南会津町福祉ホール
１２月　６日（木） 南会津町福祉ホール
　時間：午前１０時～午後３時まで
　（午後２時３０分までにお越しください。）

■電話相談
　電話でも相談を受付しています。お気軽
にご相談ください。
■電話相談窓口
　福島地方法務局若松支局
　　電話　0242-27-1498

■日　　　時　　平成２４年９月８日（土）　午前１０時３０分～午後３時

■会　　　場　　南会津町御蔵入交流館　多目的ホール

■内　　　容　　① 盲導犬や白杖の紹介、歩行体験
　　　　　　　　② 福祉機器・用具の展示（拡大読書機・ルーペ・音声読み上げパソコンなど）
　　　　　　　　③ 生活に役立つ身近な便利グッズの紹介
　　　　　　　　④ 点字で「しおり｣ を作ろう（点字体験）
　　　　　　　　⑤ ＣＤ図書再生機「プレクストーク」の体験
　　　　　　　　⑥ 点字・録音図書、雑誌の展示、利用登録の相談など 
　　　　　　　　⑦ 音声解説付映画上映「となりのトトロ」　　午後１時３０分～３時

■参　加　費　　無料（申込不要）

■対　象　者　　どなたでも参加できます。お気軽にご来場ください。

■問い合わせ　　福島県点字図書館　　（福島市森合町６－７）　
　　　　　　　　　電話　０２４- ５３１- ４９５０　（開館時間：９時～１７時）
　　　　　　　　※月曜・祝日は休館

移動点字図書館の開催について
　福島県点字図書館では、盲導犬の紹介をはじめ、目の
不自由な方が利用する福祉機器や点字・録音図書の展示、
どなたにもできる「点字しおり」作りの体験コーナーな
どを行う「移動点字図書館」を実施します。
　また、音声解説付映画「となりのトトロ」も上映します。
　点字に興味のある方、ぜひご参加ください。

家庭ごみの“減量化”について
　広報みなみあいづ平成２４年６月号、７月号でごみの分別についてお知らせしましたが、

今回はごみを少なくする方法（３Ｒ運動）をご紹介します。

　ごみの量が少なくなれば、分別もしやすくなり、地球環境にあたえる負荷が少なくなり

ます。ご家庭でできることから実践しましょう。

　※　３Ｒ運動とは、下記３つの取組みの頭文字をとったものです。

Reduce
マイバッグ・マイレジかごを
利用しましょう。
食料品は空腹時に買い物をす
るとつい余計に買ってしまう
ことがあります。

■ごみ出しについてのお問い合わせ先は、下記まで。

　　本庁環境水道課環境衛生係　℡ 0241-62-6140

　　舘岩総合支所振興課　　　　℡ 0241-78-3335

　　伊南総合支所振興課　　　　℡ 0241-76-7717

　　南郷総合支所振興課　　　　℡ 0241-72-2114

※ ほかにも、「過剰包装品は避ける」「マイはし・マイボトルを使う」

　 などがあります。

詰め替え商品を利用する。
ごみ量が減るほか、経済
的にもお得です。

（リデュース：ごみになるものを減らす）

Reuse

Recycle

（リユース：ものを再利用し長く使う）

（リサイクル：ものを別なものに変える）

壊れても修理して使う。
“造り”がしっかりして
いるものは長く使うこと
で愛着もわきます。

リサイクルショップや
フリーマーケットを利
用する。
まだ使用できるものを
売り買いすることがで
きます。

資源物とごみを正しく分別する。
分別が正しくないとリサイクルで
きません。

R

R

R

※ ビールびんや一升びんなどは買ったお店に返すようにしましょう。

“減量化”

《リサイクルの例》

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ）
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８・９月の健診（検診）のご案内

８月１２日 佐藤医院（下郷町）　TEL 0241-67-2134

　　１９日 高橋医院　　　　　 TEL 0241-62-0040

　　２６日 芳賀医院（下郷町）　TEL 0241-67-2128

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

８月２８日 火
６～８か月児健康相談
（田島地域のお子さん）

13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）

　平成23年12月～

　平成24年2月生まれ

８月３０日 木
乳幼児健康相談

（舘岩・伊南・南郷地域）
9：30～9：45 伊南会館

平成23年6 ～ 8月生まれ
平 成 2 3 年 1 2 月 ～

　平成24年2月生まれ

９月２６日 水
６～８か月児健康相談
（田島地域のお子さん）

13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）

平成24年3 ～ 4月生まれ

９月２７日 木
１ 歳 児 健 康 相 談

（田島地域のお子さん）
13:30 ～ 13:45 平成23年7 ～ 9月生まれ

◆乳幼児健康診査

※「乳幼児健診・相談」の日程については、「平成 24 年度南会津町母子保健事業日程表」を確認して来所してください。

※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

８月２１日 火
２歳児歯科健康診査
（舘岩・伊南・南郷地域）

12：30 ～ 13：00 伊南会館 平成22年4 ～ 9月生まれ

８月２２日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平 成 2 4 年 4 月 生 ま れ

８月２９日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 2 1 年 2 月 生 ま れ

９月　４日 火
２歳児歯科健康診査
（ 田 島 地 域 ）

12:30 ～ 13:00 平成22年6 ～ 7月生まれ

９月１９日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 4 年 5 月 生 ま れ

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の
なかったお子さんを紹介します。
今月は１０人のおともだちがむし歯ゼロでし
た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

　

今
回
は
外
来
診
療
で
出
会

う
機
会
の
多
い
、
手
根
管
症

候
群
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　

手
根
管
症
候
群
と
は
正
中

神
経
支
配
領
域
に
お
け
る
知

覚
障
害
と
運
動
障
害
を
病
態

と
す
る
正
中
神
経
の
拘
厄
性

神
経
障
害
で
す
。
原
因
は
特

発
性
（
不
明
）
な
も
の
が
多

い
の
で
す
が
、
妊
娠
・
出
産

期
や
更
年
期
の
女
性
、
糖
尿

病
、
透
析
患
者
に
多
い
疾
患

で
す
。

　

こ
の
疾
患
は
、
手
首
に
あ

る
手
根
管
と
い
う
ト
ン
ネ
ル

内
で
正
中
神
経
が
圧
迫
さ
れ

て
起
こ
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル

内
は
天
井
に
横
手
根
靭
帯
と

い
う
靭
帯
と
底
に
は
手
根
骨

と
い
う
骨
に
囲
ま
れ
、
そ
の

中
を
正
中
神
経
と
9
本
の
指

を
曲
げ
る
腱
（
屈
筋
腱
）
が

『
手し
ゅ
こ
ん
か
ん

根
管
症
候
群
に
つ
い
て
』

シリーズ⑧

県立南会津病院
（整形外科）

利木  成広先生

診察室から

一
緒
に
走
っ
て
お
り
、
逃

げ
場
の
な
い
狭
い
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

横
手
根
靭
帯
の
肥
厚
や
屈
筋

腱
滑
膜
の
炎
症
な
ど
に
よ
り

正
中
神
経
が
障
害
さ
れ
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
正

中
神
経
は
首
か
ら
分
か
れ
て

手
ま
で
走
っ
て
い
る
神
経
で

す
。
親
指
・
人
差
し
指
・
中

指
・
薬
指
親
指
側
の
知
覚
と

親
指
の
運
動
を
司
る
神
経
で

す
の
で
、
障
害
さ
れ
る
と
手

指
の
痛
み
や
し
び
れ
、
知
覚

障
害
（
触
っ
た
感
じ
が
鈍
い

な
ど
）、
親
指
の
動
か
し
に

く
さ
が
出
現
し
ま
す
。

　

初
期
症
状
は
、人
差
し
指
・

中
指
の
し
び
れ
や
痛
み
で
出

現
す
る
事
が
多
い
で
す
。

　

急
性
期
に
は
、
手
指
の
し

び
れ
や
痛
み
は
明
け
方
に
強

く
、
目
を
覚
ま
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
（
夜
間
痛
）。
こ
れ

は
手
を
振
っ
た
り
、
指
を
曲

げ
た
り
伸
ば
し
た
り
す
る
と
、

手
指
の
し
び
れ
や
痛
み
が
楽

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
の

こ
わ
ば
り
感
が
出
現
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
長
期
間
放
置
し

て
お
く
と
、
手
指
の
し
び
れ

や
知
覚
障
害
が
進
行
し
、
親

指
の
付
け
根
の
筋
肉
も
や
せ

て
し
ま
い
、
親
指
と
人
差
し

指
で
き
れ
い
な
丸
（
OK
サ
イ

ン
）
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

細
か
い
も
の
が
つ
か
め
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

治
療
方
法
は
、
ス
テ
ロ
イ

ド
の
注
射
療
法
や
手
術
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
進

行
の
著
明
な
も
の
で
は
、
手

術
し
て
も
十
分
に
神
経
が
回

復
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
指
の
し
び
れ
や
痛
み
は

日
常
生
活
の
活
動
性
を
低
下

さ
せ
る
原
因
と
し
て
、
重
要

な
部
分
を
占
め
ま
す
。
お
心

当
た
り
の
あ
る
方
や
お
悩
み

の
方
は
、
整
形
外
科
に
一
度

ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

９月　２日 長谷川医院　　　 　TEL 0241-62-0032

　　　９日 馬場医院　　　　　 TEL 0241-62-0141

　　１６日 なかやクリニック 　TEL 0241-73-2036

　　２３日 小野木クリニック 　TEL 0241-76-7780

　　３０日 愛輝診療所　　　 　TEL 0241-78-8688

８・９月の日曜当番医

ポリオ予防接種 集団から個別への変更について
　平成２４年９月１日より、ポリオ予防接種が
生ワクチンから不活化ワクチンに変更される予
定です。これにあわせて、９～１０月に予定し
ていた集団接種は全て中止し、個別接種へ変更
になります。
　今後、接種が済んでいない方に、予診票と接
種方法等のお知らせをお送りする予定ですので、
それをご覧になって、各自、医療機関で接種を
受けてください。
　変更当初は、医療機関で接種する際に、ワク
チン供給が間に合わない可能性もありますが、
年度内には接種が可能な見込みですので、焦ら
ずに接種を受けてください。
　なお、ご不明な点につきましては、南会津町
保健センターまたは各総合支所町民課健康福祉
係までお問い合わせください。

腕１本 でできる ボランティア

８月 17 日（金）

 ・南会津広域消防署　　　  9：30 ～10：30

 ・田島税務署　　　　　   11：00 ～12：00

 ・南会津町役場　　　　  13：30 ～16：30

　福島県内の採血状況は、現在も震災の
影響を受け、計画通り実施することがで
きず、他県からの支援を受けて医療機関
に供給するなど、大変厳しい状況が続い
ています。
　８月に町内で行われる献血は次のとお
りです。多くの患者さんの命が救われる
よう、献血にご協力ください。

馬場　愛
あ い か

佳ちゃん

（南郷）

芳賀　洸
こ う た

太くん

（郡山市）

平野　優
ひ ろ と

翔くん

（伊南）

星　希
き ら

空くん

（田島）

星　空
く う が

伽くん

（田島）

星　椎
し い か

歌ちゃん

（田島）

星　柚
ゆうのすけ

乃介くん

（南郷）

宗像　結
ゆ い

衣ちゃん

（田島）

室井　悠
ゆ う り

里ちゃん

（田島）

内堀　真
ま あ こ

愛子ちゃん

（南郷）
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検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である
町民の皆さんから身近な問題やまちづくりに関する提言･意見などをお聞きし、地域の課題解決
や町政に反映させたいと考えています。
　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。
　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　８月２２日（水）１０：００～１２：００　本庁

　８月２２日（水）１４：００～１６：００　伊南総合支所

　　※来月は、舘岩総合支所、南郷総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　午前実施分 ･･･ 本庁総合政策課広報情報係　　　TEL ０２４１ー６２ー６２１０

　午後実施分 ･･･ 伊南総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７６ー７７１５

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

新着本紹介のご案内

【児童図書】
じゅえきレストラン　　　新開　孝　写真・文
あつまれ！全日本ごとうちグルメさん　
　　　　　　　　　　　ふくべ　あきひろ　文
手塚治虫－少女まんがの世界　　石子　順　作
お父さんのＶサイン　　そうま　こうへい　作
ぼくおかあさんのこと…　酒井　駒子　文・絵
おひげおひげ　　　　　　　内田　麟太郎　作
でんしゃはうたう　　　　　三宮　麻由子　文
もりにいちばができる　　　　五味　太郎　作
こんたのおつかい　　　田中　友佳子　作・絵

【一般図書】
空気を読むな、本を読め。　　　　   小飼　弾　著
働く女性28歳からの仕事のルール   田島　弓子　著
置かれた場所で咲きなさい　　　   渡辺　和子　著
ナンバー　　　　　　　　　　　   相場　英雄　著
二重生活　　　　　　　　　   　小池　真理子　著
夢より短い旅の果て　　　　　   柴田　よしき　著
ロスジェネの逆襲　　　　　　　   池井戸　潤　著
烏に単は似合わない  　　　　 　　阿部　智里　著
人生の教科書　　　　　　　 　  なかにし　礼　著
やりたいことは二度寝だけ　 　  津村　記久子　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

  ９月の休館日

わくわくとしょかんワーク

《おはなし会》

　■日  時　８月１８日（土） 午前１１時～　

　■場  所　図書館内読み聞かせコーナー

　■対  象　幼児～小学校低学年

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

  ８月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日頃の感謝を小学校へ

　田島バレーボール協会（室井英雄会長）は、普段か
ら大会等で会場をしている檜沢小学校に対し、感謝の
意を込めてバレー用ネット及び掃除用モップの寄付を
行いました。
　檜沢小学校体育館において、室井会長から檜沢小学
校の栗木孝直教頭へ贈呈されました。

田島バレーボール協会が檜沢小へ寄付

器具の寄付を行った
室井会長（左）と栗木檜沢小教頭（右）

　東日本大震災から１年と５か月が経ちまし

たが、東京電力福島第一原発事故も収束に向

かうまでは、まだまだ時間がかかりそうです。

　昨年来、震災や原発事故の風評被害により、

当町を訪れる観光客も減少し、農林業をはじ

め、商工業、観光業などで大きなダメージを

受けております。

　それでも、関係各位のご尽力により、観光

バスが徐々に町内で見受けられるようになっ

てきました。

　昨年もご協力いただきましたが、今年も町

民の皆さまには、本町を訪れている観光バス

に対し、歓迎と感謝の気持ちをこめて、ぜひ、

観光バスに乗車されている皆さまに笑顔で手

を振っていただきますようご協力をお願いい

たします。

◆問い合わせ　南会津町風評被害対策委員会

　　　　　　　事務局（本庁総合政策課内）

　　　　　　　　TEL 0241-62-6240

観光バスに、歓迎と感謝の気持ちをこめて･･･

入学小・中学校の変更受付のお知らせ

　南会津町に住所があるお子様は、住民票の住所に基づいて、就学する小・中学校を指定し
ています。許可条件を満たし、審査基準に該当する場合は、指定校を変更することができます。

指定校の変更（学区外就学）

　南会津町以外に住所があるお子様も、南会津町教育委員会及び住所地教育委員会が承諾す
る場合は、南会津町の小・中学校へ就学することができます。

区域外就学

■集中受付期間
　　平成２５年４月から小・中学校へ入学するお子様について、集中受付期間を設けて、
　申請を受け付けます。
　　平成２４年８月８日（水）～３１日（金）
　　※申請書類は、教育委員会学校教育課ならびに教育委員会分室にあります。
■その他
　　詳しくは、下記までお問い合わせください。
　　なお、集中受付期間を過ぎても、随時受け付けは行っております。
■申請先及び問い合わせ先
　　南会津町教育委員会　学校教育課（御蔵入交流館内）
　　　電話　０２４１－６２－６３００
　　南会津町教育委員会分室（伊南総合支所内）
　　　電話　０２４１－７６－７７１８

『笑顔で歓迎､手を振ろう』運動への協力について
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まちの文芸

　「今も吹いてくる南会津の風」 
川崎市麻生区　馬場　康昌　

　小学校の時は片道２km で、冬は雪道を上級
生の足跡に合わせて飛ぶように歩かなければな
らなかった。中学生になると、片道４km になり、
３年間歩き通した。冬は馬の背中のような形の
滑る道を転ばずに歩いたのを自慢しあった。皆
足が早く冬以外の季節では、自然と走り出すこ
ともあった。そのせいか４０歳過ぎにマラソン
を始めたら、１０km からフルまで順調に距離
を伸ばすことができた。５０歳前にホノルルマ
ラソン、ボストンマラソンも完走した。チャレ
ンジ５０km（ローカルな市民マラソン）では
壮年の部で優勝した。壮年の中で最年長だった。
　今は高貴（または光輝）高齢者になったので
週に３回ほど卓球を楽しんでいる。この年でま
だ進歩の余地を感じられるのは大変に嬉しいこ
とだ。中学時代に公民館で遊んだのが生きた。
　昭和２３年の学制改革で、奥会津に高校が誕
生した。私は、普通科の２回生だったが、その
頃の新聞・ラジオは連日農村の次男・三男問題
を論じていた。長男は跡継ぎだから問題ないが
二～三男は職場もないし、婿の口も極めて少な
く未来は闇だった。村にとって邪魔な存在なん
だなと思ったが、邪魔扱いされたことはなかっ
た。そんな時に国家公務員になった兄から、お
まえを大学にだすから頑張れ、それしか生きる
道はないと言われた。何を夢みたいなことを言

うのかと思ったが、想定外のことが起こった。
普通科１回生が４人も福島大に合格したのだ。
急にやる気が出てきたが、既に遅し。福島大は
現役で合格したが夢捨てきれず浪人。が、塾は
ないし、進学指導者もいないで夢破れ、某国立
大の電気工学科に入学。留年せずに卒業して純
国産コンピュータ会社に就職。
　次にボランティア：区の「山百合植栽普及
会」のメンバーとなり、ヤマユリの増殖活動に
参加した。昭和４１年に現在地に新居を建てた
頃は百合丘駅のホームから土手の山百合を愛で
ることができた。その後住宅開発が急ピッチで
進み、山百合は限られた緑地でしか見られなく
なった。緑地の草を刈り、杉の下枝を切って毎
年球根を植える作業は、思ったより大変だった。
山百合は雑草と共に咲く花、各家庭の花壇で毎
年咲かせるのは大変に難しい。今後の課題であ
る。我が家の庭には小・中学時代に好きだった
ネコヤナギ、カンゾウショウジョウバカマ、グ
ミキキョウ、ヤマユリ、柿等々が茂っているい
る。マラソン、卓球、草花の育成等々皆南会津
から吹いてくる風の指令によって楽しんでいる
ようだ。故郷は懐かしいのだ。

馬場康昌さん

（南郷・界出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ
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会津田島祇園祭

たていわ夏まつり

　７月２８日、会津高原たかつえスキー場
スキーセンタースペーシア前広場において、
会津高原たていわ夏まつりが開催されまし
た。
　旧舘岩村と埼玉県旧大宮市が友好都市提
携を締結し、今年で３０年を迎えたことか
ら、ＹＯＳＡＫＯＩでつながろう“絆”の舞
と題し、舘岩地域の『紅歌舞』とさいたま
市の『大宮同心桜連』の共演が実現。観客
も巻き込み、大いに盛り上がりました。
　まつりのラストを飾るのは、約2,000発
の花火。夏の夜空に大輪の花を咲かせ、観
客を魅了しました。

　８００余年の伝統を誇る会津田島祇園祭。
　伝統を受け継ぎ、後世へと残そうとするたくさ
んの方々の思い。
　南会津は元気です。
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夜を駆ける大屋台 今年も魅せた大人歌舞伎

皆が一つになったＹＯＳＡＫＯＩチーム息吹による現代版組踊

夜空を彩った花火


